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《令和元年度 相模原市障害者週間の 

つどい開催案内》 

   

■ 日 時 令和元年１２月８日（日）１４時～１６時（開場１３時３０分） 

■ 会 場 相模原市立あじさい会館 1階ホール 

■ プログラム 

  第 1部 「心の輪を広げる体験作文」「障害者週間のポスター」の入賞者表彰式 

  第 2部 HANDSIGN 手話パフォーマンスライブ 

      歌とダンスと手話を掛け合わせた、誰もが楽しめるパフォーマンス 

      ＜HANDSIGNプロフィール＞ 

        2005年結成の２人組ボーカル＆手話パフォーマー。歌、ダンス、手話でメッセージを 

       届け、すべての人が笑顔になれるライブ空間を追求し続けている。 

       実話を基に制作した楽曲「僕が君の耳になる」の MVは YouTube再生回数 480万回を突 

       破。FMヨコハマ「Tresen」内の毎週木曜のコーナーDJを担当。 

■ 入場料金 無料 

■ 申込方法 電   話 042‐770‐7777（相模原市コールセンター8時～21時） 

 ファックス 042‐759‐4395（相模原市障害政策課） 

申込書は別途配布の告知チラシに付いています。 

告知チラシは NPO法人れんきょう事務所にもあります。 

■ 申込期間 10月 3日（木）～10月 31日（木） 

■ 抽  選 定員は 200名で、市内在住、在学、在勤の方優先の抽選となります。 

       抽選結果は 11月 11日以降に当選された方或いは複数人で申し込みの場合は代表

の方に通知します。 

■ 問合せ先 相模原市障害政策課 電     話 042‐707‐7055 

ファックス 042‐759‐4395 

今年も障害者週間のつどいのイベントが開催されます。近々配布される告知チラ 

シなどで詳細をご確認ください。 

https://sagamiharashi-shougai.com/wp/wp-content/uploads/2019/09/361753e86d5b4281f0a27745eebc65af.pdf 
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《ほかほかふれあいフェスタ 2019 開催通知》 

本年も、「ほかほかふれあいフェスタ２０１９」が開催されます。「ほかほかふれあいフェスタ」

は障がいのある人、その人達を支援するボランティア、一般市民が障がいやボランティア活動の

意義について、相互の交流を通じて理解を深め、誰もが住みやすい街づくりの一層の推進を目指

しています。 

 １０月１２日（土）に、あじさい会館とウェルネスさがみはら前広場で種々なイベントが行わ

れます。あじさい会館ホールで１０時から式典が始まります。その後、あじさい会館では福祉体

験コーナー（車椅子、要約筆記、拡大写本等）や相模原養護学校と相模原中央支援学校の生徒さ

んの作品展示も行なわれます。ホールでは、手話ダンスやコーラスも披露されます。また、子ど

も達に好評のスタンプラリーも実施されます。 

 ウェルネスさがみはら前広場では、車椅子ダンス、チアリーディング、阿波踊り、よさこいソ

ーラン、ヒップホップダンス、大道芸、楽器演奏、コーラス等素晴らしいパフォーマンスで日頃

の練習の成果を見せてくれます。また、広場の歩道脇では模擬店（焼きそば、ラーメン、チョコ

バナナ、コーヒー、クッキー、ポップコーン等）や衣料品、手工芸品等のバザーも開店します。

是非多くの皆様にご来場いただきたいと思います。 

 また、１１月３０日（土）には、相模大野駅北口のサンデッキ広場にて「ほかほかふれあいフ

ェスタ２０１９・障害者週間キャンペーン」が実施されます。この日は車椅子ダンス、楽器演奏、

よさこいソーラン、ヒップホップダンス、大道芸等のパフォーマンスが予定されています。そし 

て、障がい理解、共生社会を目指す啓発チラシを配布する予定です。 

 

《共にささえあい生きる社会パラスポーツ普及啓発事業》 

昨年に引き続き、本年も「共にささえあい生きる社会パラスポーツ普及啓発実行委員会」は啓

発活動を実施しています。本年は東京オリンピック・パラリンピック開催１年前のイベントとし

て「Ｔｏｋｙｏ２０２０ １ ｙｅａｒ ｔｏ Ｇｏ」を８月２４～２５日の２日間、橋本の商

業施設アリオで実施しました。会場では相模原出身のパラリンピック出場予定選手によるトーク

ショー、義足のファッションショー等に多くの観客が集まりました。体験コーナーではボッチャ、

車椅子バスケットボールでのフリースロー、ボート漕ぎ、自転車漕ぎのコーナーが設けられ多く

の家族が参加し楽しいでいました。 

 １１月２４日～２５日には相模原総合補給廠の一部返還跡地で開催される「潤水都市さがみは

らフェスタ」の中でパラスポーツ体験コーナー（車椅子テニス、車椅子バスケットボール、ボッ

チャ、フライングディスク等）を開き、多くの人達にパラスポーツを楽しんでいただき、パラス

ポーツの写真展示、障がい理解促進グッズの配布等を実施する予定です。 

（１）・日時：令和元年度８月２４日（土）～２５日（日）１３：３０～１６：３０ 

   ・会場：アリオ橋本 

・内容：パラアスリートのトークショーや競技映像上映、パラスポーツ体験、パネル展示 

（２）・日時：令和元年度１１月１６日（土）～１７日（日）１０：００～１５：００ 

   ・会場：相模総合補給廠 

     （当日は、潤水都市さがみフェスタの会場の一部でパラスポーツフェスタを開催する） 

・内容：パラアスリート等のトークショー、パラスポーツ写真展示、パラスポーツ体験、 
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《第６回新成人を祝う会開催案内》 

日 時：令和 2年 1月 19日（日） 午後１時～４時 

                     〈第一部 式典〉、〈第二部 祝賀会〉 

会 場：相模原市けやき会館 ５階 大樹の間 

対象者：相模原市在住及び在勤の障がいのある新成人の方 

        （平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生まれの方） 

参加費：無料 

問合せ先：申込先 

    〒252－0243 相模原市中央区上溝 1887－1 

    相模原市手をつなぐ育成会事務局内「新成人を応援する会」 042－759－4310  

Email:Sagamihara-ikuseikai@ triton.ocn.ne.jp 

 詳細は相模原市障害への理解を進める情報発信サイト「さーくる」を検索していただき 

ホームページをご覧ください。 

  

 

 

《福祉施策等に関するアンケート実施 

      及び令和元年度福祉策懇談会開催について》 

１．福祉施策等に関するアンケート実施 
 ■ ご回答いただく内容 

   ア、市内の障がい児者福祉団体が抱えている課題、問題点及びそれを解決 

     するための市行政への提案・要望。 

     今回も、実現性を重視して是非実現して欲しい提案・要望を各団体 

２つ に絞らせてらせていただきますのでご了承下さい。 

     イ、今回は、障害者差別解消に向けて、市として条例や施策などで取り組 

んでほしいことについてもご意見をいただきますのでよろしくお願 

い致します。 

 ■ スケジュール 

   ア、アンケート依頼公簡発信・・・・・・・・・・ １０月４日（金） 

   イ、アンケート回答期限・・・・・・・・・・・・ ・・１０月２２日（火） 

   ウ、アンケート結果をれんきょう理事会に上程・・・１１月４日（月） 

   エ、市の回答を入手・・・・・・・・・・・・・・・1月中旬 

オ、市の回答入りアンケート結果を各団体に送付・・１月下旬 

   カ、令和元年度福祉施策懇談会開催・・・・・・ ２月２日（日） 
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２．令和元年度福祉施策懇談会 
 ■ 開催日時  令和２年２月２日（日）１０時～１２時 
 ■ 開催場所  ウェルネスさがみはら７階 視聴覚室 

 ■ 出 席 者  ア、市側 ⇒ 健康福祉局長以下関係部署の課長等 

                今回は、本村市長のご出席を市に要請してい 

ます。 

         イ、障がい児者側 ⇒ 市内の障がい児者福祉団体代表者等 

以上 

 

《公明党、自民党との懇談会開催報告》 

例年開催されています議員団との懇談会が本年は２回実施されました。８月９日に公明党の議

員の皆様と、８月２９日に自民党の議員の皆様と懇談させていただきました。議員団との懇談会

は、我々障がい者団体の要望を聴いていただける貴重な機会であり、行政との要望書懇談会と並

んで大変重要な懇談の場であります。 

 今回提出しました要望事項は「れんきょう」加盟団体から提供されたものであり、その団体固

有な要望もありますが、各団体に共通する要望事項として、（１）福祉施策懇談会への市長の出

席、（２）重度障害者医療費助成の現行内容での継続、（３）障害者差別解消推進条例の制定、（４）

障がい当事者や支援団体への加入促進のための市行政の役割についての検討会の開催を提出し

ました。 

                                       以上 

《「さーくる」アクセス状況報告》 

最近のアクセス状況を下表のとおりご報告します。 

 H31 年 
2 月 

 
3 月 

 
4 月 

R1 年 
5 月 

 
6 月 

 
7 月 

 
8 月 

訪問回数（回） 2363 1925 1796 2138 2429 2646 2746 

訪問人数（人） 1917 1573 1460 1748 1950 2197 2332 

見られたコンテンツ（件） 5364 4516 4271 4618 5014 5416 5495 

初めて訪問する人の率

（％） 
72.1 72.4 73.8 73.5 74.6 76.8 78.5 

＜コメント＞ 

今年の春頃から、少しづつ「さーくる」のアクセス状況は増えてきています。また、東京 2020

オリンピック・パラリンピックまで１年を切りました。各地で色々イベントが開催されています。

「さーくる」にも色々なイベント情報を掲載していきますので、チェックしてみてください。 
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＜各団体催し物案内＞ 

 

 

 

相模原市身体障害者作品展 

  日時：令和元年度 12 月６日（金）～ 8 日（日）  

午前 9 時 30分～午後 4 時まで 

但し 7 日のみ正午～午後 4時まで 

会場：あじさい会館 6階 第 1・2展示室 

主催：相模原市身体障害者連合会 

     （相模原市肢体障害者協会、相模原市視覚障害者協会 

             特定非営利活動法人相模原市難聴者協会・土の会） 

相模原市 

内容：障がいのある方が制作した絵画、書、手芸、川柳、写真等の展示 

 

 

相模原やまびこ会   講演会開催案内 

 

『虹色の子供たちと歩む』～個性によりそう支援をめざして～ 

日 時：令和元年 10日 26 日（土）  13：00～16：00 ※ 受付 12：30～   

講 師： 星山 麻木氏 （明星大学教育学部教育学科教授） 

場 所：おださがプラザ ラクアルオダサガ 4F（小田急相模原駅 北口下車 1分） 

参 加 費 ：無料 定員２００名（先着順） 

電 話：やまびこ会 

090－2468－1331（担当 石崎） 

E メール letsgo@sagami-yamabiko.jpn.org 

第１２回 相模原市自閉症児・者親の会（やまびこ会）作品展 

日  時：令和年 11月 22 日（金）～ 11月 24 日（日）  10：00～19：00 

                  ※ 初日 13：00～ 最終日 15：00 まで 

場  所：おださがプラザ ラクアルオダサガ 4F（小田急相模原駅 北口下車 1分） 

主  催：神奈川県自閉症児・者親の会連合会 

共  催：相模原市自閉症児・者親の会（相模原やまびこ会） 

問合せ先：相模原やまびこ会 

電話 090-2468-1331（担当 石崎） 

      Eメール art@sagami-yamabiko.jpn.org 
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令和元年度第 11 回「さがみハート展」～詩と絵画のコラボレーション展～ 

芸術活動は、その人に生きがい、希望、勇気を与えます。その方の想いやメッセージを社

会に伝えることが出来ます。人と人をつなぐことが出来ます。その人の生活に潤いを与え生

活の質を高めることが出来ます。人間にとって、とても大切なものです。それは障がい者に

とっても同じです。 

「さがみハート展」とは、精神に障がいを持った者の芸術活動の場として、平成 21年から

相模原市で開催されてきました。もともとは NHKが毎年開催している「ハート展」を参考に、

精神に障がいを持った人が書かれた詩をモチーフに画家の方が絵を添えコラボレーションし

た展示会です。当事者の想いを社会に届け、人と人がつながる場を創り、精神障がいの理解

促進のため開催され、今年で 11回目を迎えました。3年前より NHKから承認をいただき「さ

がみハート展」と名称を変えました。昨年は 5日間で来場者が 1000名を越えました。 

詩に込めた当事者の想いとそれに応えた画家の想いを合わせた作品が 65点。病気や障がい

のこと、家族や友達や恋人のこと、夢や希望や絶望、生きることなど多様なテーマの詩が展示

されます。中には心をえぐられる様な作品に心を揺さぶられることもあります。精神障がいを

抱えた人生の困難やその中で見つけた小さな幸せなど、詩を読んだ方が共感・共鳴できる作品

に出会える場になれば思っています。 

 

 

 

《腎臓病のお話と相談会》 

私たち人工透析者の患者会である相模原市腎友会は、人工透析患者の増加抑制に少しでも貢

献出来ればという気持ちから一般市民向けに講演会と相談会を毎年開催しています。今年は、

以下の通りです。 

講演テーマ 『腎臓病を抑える＝心臓病を抑える～どちらも悪くさせないために～』 

講   師  北里大学病院 腎臓内科科長・教授  竹内康雄先生 
日   時  令和元年１０月１９日（土） 

        医療講演会 １０：００～１１：２０ 

        医療相談会 １１：２０～１２：３０（１４人程度） 

  

        対応先生 竹内康雄先生 酒井健史先生（北里大学病院腎臓内科 助教） 

会   場 ウェルネスさがみはら Ａ館７階視聴覚室 

参  加  費 無料  

主    催  相模原市腎友会 相模原市、さがみはら市民健康づくり会議  

申 込 先 相模原市コールセンター ０４２－７７０－７７７７ 

相模原市腎友会   ０４２－７４０－２６７７（担当：渡部） 

後   援 北里大学病院  

 

令和元年 11 月 21 日（木）～11 月 25 日（月） 

10：00～18：00（初日 13：00 から 最終日 15：00 まで） 

相模原市民ギャラリー（JR 相模原駅ビル セレオ相模原 4 階） 
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れんきょう事務所をご活用ください 

 

あじさい会館４階のれんきょう事務室には、椅子１６脚、横長机６個があり、会議やミーティ

ング等にお使いいただけます。市へ障がい者団体としての届け出をしている団体であれば、れん

きょう加盟団体でなくても使用が可能です。使用料は無料ですので、どうぞお気軽にご利用くだ

さい。 

空き状況は、れんきょう事務局に問い合わせるか、障害への理解を進める情報発信サイト「さ

ーくる」の「カレンダー」のページにてご確認いただけます。 

ご利用の場合は、れんきょう事務局に用意してある「事務所使用申込書」によりお申込みくだ

さい。 

れんきょう事務局 

               TEL＆FAX ０４２－７５５－５２８２ 

               E-mail sagamirenkyo@bloom.ocn.ne.jp 

 

《事務局たより》 

《令和元年度冬季受託事業 

（うどん・チャンポン皿うどんセット）開始案内》 

  

夏のそうめん販売ご協力ありがとうございました。お陰様で合計 200個販売出来ました。 

 また、11月 1日より下記の冬期受託販売を開始いたしますので、今年度も絶大なるご協力を

お願いいたします。 

例年通り下記の商品を取り揃えております。お歳暮等にご利用ください。皆様のご購入をお待

ちいたしております。 

① チャンポン・皿うどん詰合せ N-1（化粧箱入り）標準小売価格 2,916円➡2,200円 

（長崎ちゃんぽん麺 100ｇ×4袋、スープ 4袋 長崎皿うどん麺 60ｇ×4袋、スープ 4袋 

② 島原のれん（VS-45）（化粧箱入り）  標準小売価格 4,860円➡2,900円 

※販売期間：令和元年 11月 1日～令和２年 1年 1月 31日 

      チャンポン皿うどんセットの受注は 12月 10日で打切りさせていただきます。 

※販売場所：商品お渡し場所 あじさい会館内 4階 NPO法人れんきょう事務所 

※販売時間：午前 10：00～午後 4：00（月曜日～金曜日） 

※お問合せ：NPO法人れんきょう事務所まで。電話 042－755－5282 
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《新車紹介セールご協力のお願い》 

～（株）クライム社様より新車購入紹介セールのお知らせ～ 

対象車種：乗用車、ライトバン、RV、トラック 

  対象メーカー：日産、トヨタ、ホンダ、マツダ、三菱 

  新車購入の成約前に必ず NPO法人れんきょう事務所まで連絡をお願いいたします。 

✤ご協力いただいた方には、協力手数料をお支払いいたします。 

  詳細は NPO法人れんきょう事務所まで（042－755－5282） 

 

 

                                                                   


